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表現領域における指導力育成につながる
オペレッタ体験の有用性と展望
阿　部　真　子
は じ め に
　幼稚園教育要領における 5領域の中でも「表現」の領域は、身体・造形・音楽表現など様々
な分野の知識が必要であり、実際の教育現場でこの領域の指導に戸惑う保育者は少なくない。
これは保育者自身の成長過程において「自己を表現する」という経験が乏しいことが関係して
いると考えられる。その経験不足を補うべく、オペレッタ公演を幼児保育系資格取得の必修単
位科目に課している大学も多くみられる。それに対し、現在の本学のカリキュラムでは、各分
野・それぞれの技能について、ピアノの演奏・コード奏での弾き歌い・手遊びなどの音楽的な
部分は音楽演習や実習ゼミ等、美術系については絵画・工芸演習というように、各学年で開講
される講義や講座などで取得できるが、それらを総合的に駆使した表現活動としては、大学祭
で開かれる「ちびっこランド」という地域の子ども向けのイベントで、 2回生有志が演じる劇
が対外的な唯一の活動となっている。それ故に多くの学生は在学中に劇表現の体験を全くしな
いまま卒業していく。しかし実は毎年、特に卒業を目前にした 4回生の中には、 4月からの就
業に際し、劇表現の指導について不安を訴える者が少なくない。そのため、筆者は2014年から
毎年 3月に 4回生希望者によるオペレッタ自主公演を企画・指導してきた。
　では、大学時代に学生自らがオペレッタなど、劇遊び関連の公演を体験することで、卒業後
にこの領域を指導するに当たっての何らかのヒントを獲得することは可能なのであろうか。
　そこで筆者はその劇遊び（オペレッタ）の企画に関わった学生の公演直後と、就業後に実際の
教育現場での劇遊び指導を体験した後、さらには、劇遊びを学生時代に体験しなかった卒業生
を対象に意識調査を行った。本論は、その 3つのアンケート結果を比較することにより、学生
自身が在学中に劇遊びの体験をすることの有効性や今後の展望を明らかにするものである。
　なお、本論の第 1章は2016年度の全国保育士養成協議会 第55回研究大会でのポスター発表
内容の一部に加筆したものである。
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1．卒業前のオペレッタ自主公演の実践と学生の気づき
（1） 企 画 概 要
　ここでは、実際に2014年度・2015年度に行ったオペレッタ公演について、その企画の概要と
実践の報告を行う。
　まず、企画全体の概要は以下のとおりである。
　　①内容：自主活動として一つの劇（オペレッタ）を仕上げ、実際に幼児・児童の前で公演する。
　　②参加者：児童教育学科 4回生有志
　　③時期：本格的な活動は卒論提出後（12月中旬）から卒業式（ 3月中旬）まで
　さらに、この活動は「演じる」ことが主たる目的ではなく、「指導する観点を養う」ことを
主眼とするために、以下のような決まり事を設け、あくまで学生の自主公演として、教員は必
要に応じてアドヴァイスを行うこととした。
① 題材は年長児が表現できるぐらいの難易度のオペレッタとする。時間的な制約もあるた
め、既成のテキストを使用する。ただし、必要に応じて台本・曲などは変更・追加等を
随時行う。
② 一つの劇を作るための手法を経験するため、練習スケジュール管理や裏方のスタッフの
仕事も自分たちですべて行う。すべての参加者が、演じる側とスタッフ側の両方を兼務
する。
③ 小道具・背景などは自分たちで製作する。衣装等も自分たちの手持ちのものを工夫して
利用し、できる限りお金をかけないことにする。
（2） 実 践 報 告
　初年度の2014年度は16名の 4 回生が参加し、『オズの魔法使い』のオペレッタ公演を幼稚
園・保育園で計 2回行った。2015年度は初動が遅く12名の参加となったが、企画案を立て児童
館と公演交渉を行うところから自分たちで活動し、『わらしべ長者』のオペレッタ公演を小学
校低学年児童の前で行った。詳細な日程については、表 1に示したとおりである。
　両年度とも、練習を進めるうちに学生自身からさまざまな気づきが得られた。ここでは、そ
のうちの主要な 6項目を列挙する。
　　①既成テキストへの懐疑、および内容を伝える言葉の選び方を追求する姿勢
　既成のテキストでの台本の読み合わせを行うと、学生の中から「この展開では物語がうまく
伝わらないのではないか」などの疑問が生じてきた。またイントネーションなど、セリフの言
い回しがどうしてもしっくりこないというケースも見られた。その都度「違和感を覚えるのは
なぜか。ではどう言い換えたら納得できるのか」と自ら考える機会を与えると、台本を深く読
み込み、内容理解のために原著についても調べる姿が見られた。
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　　②「動かされる演出・言わされるセリフ」ではなく、「感じて動く」姿勢
　両年とも前述のように台本にかなり手直しを加えていることもあり、演出はまずほとんど具
体的な動きを決めないところから始めた。実際にその役の者が思った通りに動き、他の役の者
は相手の出方を受ける形で芝居を続けていく。「ここで相手にこう言われて、自分はこんな気
持ちになるから、このセリフをここでこんなふうに言いたくなるんだな」などと体感しながら
演じていくことを大切にした。筆者は自らの舞台経験を生かし、基本的な舞台での身体の使い
表 1　本番までの工程・日程表
出演者 裏方の仕事 日程2014 備考 日程2015 備考
出演希望者呼びかけ 2014.11.28 12/12卒論締め切り 2015.12.16
口頭では11月から呼
びかけ、12/12卒論
締め切り
出演者決定 2014.12.16 15名のメンバー決定 2015.12. 末
グループライン立ち
上げ、12名のメン
バー決定
ミーティング・題目
決定 2014.12.16
『オズの魔法使い』 
参考テキスト：『はっ
ぴょう会　劇あそび　
てぶくろ　振付　井
出真生』（ドレミ楽
譜出版社，2006.10）
2016. 1. 6, 7
『わらしべ長者』 
参考テキスト：永山
友美子『みんなでで
きる子どもオペレッ
タ上級編』（汐文社，
2003.5）
公演場所・日時等の
相談・交渉 企画書作成（2015） 2015. 1. 6 2016. 1.20
児童館との交渉開始、
1/29卒論発表
公演場所・日時等決
定 公演先と打ち合わせ 2015. 1.19 2016. 2. 3
配役・係決定
衣裳・背景・小道具
等必要なものを書き
出し、手配開始
2015. 1.27 2016. 2. 初旬～
練習日時決定 2015. 1.27 2016. 2. 初旬～
練習開始 2015. 1. 下旬～ 1/29卒論発表会 2016. 2. 初旬～
脚本セリフの手直し
など
衣裳・背景・小道具
等の製作・準備 2015. 1. 下旬～ 2016. 2. 初旬～
台本読み合わせ 2015. 1. 下旬～ 2016. 2. 初旬～
歌練習 2015. 2. 初旬～ 2016. 2. 初旬～
立ち稽古開始（部分） 2015. 2. 初旬～ 2016. 2.15～ 立ち稽古
全体稽古（ 1回目） 衣裳・背景・小道具等の揃った状態で 2015. 2.17 2016. 2.22～26 中身を深める稽古
全体稽古（ 2回目） 2015. 2.19 2016. 2.29
通し稽古（ 1回目） 衣裳・背景・小道具等最終確認・手直し 2015. 2.26 2016. 3. 1
直し稽古（ 1回目） 2015. 2.27
リハーサル（ 1回目） 2015. 3. 2 12時30分～　Ｃ201 2016. 3. 2 12時20分～　Ｃ402（音楽室）
公演（2014年第 1 回
目）
事前に公演先との最
終打ち合わせ 2015. 3. 3 逢坂幼稚園（大津市）
直し稽古（2014年第
2回目） 2015. 3. 5～ 2016. 3. 3
リハーサル（ 2回目） 2015. 3.10 12時30分～　Ｃ201 2016. 3. 4 12時20分～　Ｃ402（音楽室）
公演（2014年第 2 回
目）
事前に公演先との最
終打ち合わせ 2015. 3.10
くりのみ保育園（伏
見区） 2016. 3. 4
15時30分～　小野児
童館（山科区）
☆全公演終了後にアンケートを実施
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方や声の出し方などを指導したり、うまく動けない学生には、筆者が様々な演じ方のヒントを
実際に見せたりすることで、学生自身に少しずつ演出プランを固めさせることにした。初めは
戸惑っていた学生たちも、徐々に「あ、ここは昨日はこんな感じで演じていたけど、今日はこ
んな気持ちでやってみよう」と色々な動きを試すようになった。この方法では相手役の芝居が
変わると、受ける芝居も変化させないと不自然な流れになってしまう。そのたびに「なんかお
かしいな…」という失敗を繰り返しながら様々な新しい発見を得て、笑いの絶えない稽古現場
ができあがった。このことは学生にとってかなり衝撃的な経験であったようで、アンケートの
自由記述でも「単に歌うとかセリフを言うのではなく、どんな気持ちなのか、どういう意味が
込められているかなどをみんなで考え、役とその人柄が重なって素敵なオズの魔法使いになっ
てよかった。子どもたちともこのような繰り返しで、子ども色の物語を作るのだと思った」
「人物の気持ちになって場面を考えることで深められた。みんなそれぞれの考えがあることが
分かってよかった」という回答が見られた。
　　③正確な情報共有の大切さへの気づき
　例年、卒業前のこの時期は、旅行やアルバイト、研修など私的な用事との両立が難しく、な
かなか全員が揃っての稽古ができない。そこで、学生自身がSNSで動画を配信したり連絡ノー
トを作ったりすることにより、その日の稽古内容や変更事項を欠席者が確認し、自主練習がで
きるように工夫するようになった。
　　④スケジュール調整による時間の使い方の工夫
　日によって参加できる人数がまちまちなので、各人で役割分担を決め、○日は参加人数が多
いのでこの部分の稽古を長めに、△日は午前中に小道具を作る…というように無駄な時間がで
きないスケジュールを組むようになった。
　　⑤他の人の役割も把握し、補い合うことの大切さへの気づき
　前述のように全員が揃っての稽古がなかなかできないので、欠席者の役柄は他の人が代役を
することで、いつでも全員がすべての役の動きを把握できるようにした。その際でも自分自身
の「ここはこう動きたい」という気持ちを優先して稽古を行った。そのことで、他の役の動き
やセリフを把握できるようになり、さらに同じ役を自分ならどう演じるか、ではなぜ相手はこ
う演じるのか、というように演じる気持ちを感じ取ることへの理解が深まっていった。
　　⑥お互いに自分の得意分野を生かし、シェアする工夫
　道具や衣装など係の責任者はいるが、製作はみんなで少しずつ手分けしながら行った。幼稚
園教諭経験者の教員などが適宜アドヴァイスを行い、「バケツから水が出るように見える工夫
は？」「ここはこうした方が面白いかも…」などと試行錯誤を重ねた。また、例えば2015年の
『わらしべ長者』は和物の作品のため所作に戸惑うものも多かったが、居合道部や着物部に所
属している出演者が所作を教えるなど、自分の得意分野からの知識を生かし、お互いにアド
ヴァイスをしあう姿が見られた。
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（3） 終演後のアンケート調査結果にみる学生の意識
　では、学生たち自身はこの企画に何を求めて参加し、結果として何を得られたのであろうか。
各年度の公演終了時に、参加者を対象にアンケート調査を実施し、2014年度は15名の参加者の
うち13名、2015年度には12名の参加者のうち 9名の回答を得られた。ここではそれらの調査項
目から、参加当時の学生たちの、オペレッタ公演前後の意識の変化を抽出することにする。
　　①参加目的について
　今回の劇遊び体験は、前述のように、実際に 4月から現場に出て指導する側に立つことが決
まっている 4回生を対象にしているために、その参加目的も「劇遊びをどうやって作っていっ
たらいいのか、その指導法や技術的な面を知りたい」という者が多かった。また「卒業前にみ
んなで何かを作り上げる体験を通して、何か思い出を残したい」という学生が多いのも特徴的
である。（ﬁg.1）
自身の歌や演技技術向上のため
製作のヒントを得るため
劇の設定・脚本の作り方を知るため
劇遊びの指導法を知るため
裏方の仕事を知るため
皆と一つのものを作り上げる体験をしたい
単に面白そうだから
その他
14.3%
33.3%
52.4%
81.0%
19.0%
66.7%
47.6%
14.3%
ﬁg.1　参加目的（複数回答可）
　　②参加目的の達成率について
　次の上記の参加目的の達成率についての設問には、
「まあまあ達成できた」という学生が86％と多かっ
たが、「どちらともいえない」「あまり達成できな
かった」という学生も少し見られた。達成感の低い
学生にその理由を聞くと、「自分の都合で練習にあ
まり参加できなかった」などという意見が多かった。
さらに言えば、友達に誘われたから何気なく参加し
たという学生もおり、彼らの場合はもともと目的意
識がそれほど高くなかったということもできよう。
（ﬁg.2）
あまり達成できなかった
7% まったく達成
できなかった
0%
どちらとも
いえない　
7%
まあまあ達成できた
86%
ﬁg.2　参加目的の達成率
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あまり役立たなかった
0%
どちらとも
いえない　
9%
まあまあ役立った
45%
かなり役立った
46%
まったく役立たなかった
0%
どちらとも
いえない　
10%
まあまあ
役立った
14%
かなり役立った
76%
あまり役立たなかった
0%
まったく役立たなかった
0%
まあまあ
役立った
28% かなり役立った
67%
あまり役立たなかった
0%
まったく役立たなかった
0%
どちらとも
いえない　
5%
どちらとも
いえない　
9%
まあまあ
役立った
50%
かなり役立った
41%
あまり役立たなかった
0%
まったく役立たなかった
0%
まあまあ
役立った
57%
かなり役立った
43%
どちらとも
いえない　
0%
あまり役立たなかった
0%
まったく役立たなかった
0%
まあまあ
役立った
10%
かなり役立った
90%
どちらとも
いえない　
0%
あまり役立たなかった
0%
まったく役立たなかった
0%
ﬁg.8 　他のみんなと一つのものを作り上げる
経験という意味で
ﬁg.7 　一つの劇を作るうえで、裏方の仕事が
どのようなものか知るために
ﬁg.6 　保育者として劇遊びに関わる上での指
導法を知るために
ﬁg.5 　劇遊びの設定の仕方、脚本・せりふの
作り方を知るために
ﬁg.3　自身の歌や演技技術の向上に ﬁg.4　道具や背景など制作の技術向上に
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　　③ 今回の経験が、今後、教育現場で働くにあたり、自身にとってどれぐらい役立ったかに
ついて
　今度は少し視点を変えて、今回の経験が 4月以降の仕事で役立つと思うかどうかということ
を、各分野別に質問してみた。その結果をまとめたものが前ページの ﬁg.3～8である。これに
よって見えてくるのは、ほぼすべての項目において、今回の経験が程度の差はあれ「役に立っ
た」と感じている学生の姿である。
　特に「役立った」という意識が高いのは「みんなと一つのものを作り上げるという意味」や
「道具や背景などの製作技術向上」「劇遊びの設定の仕方、脚本・せりふの作り方を知る」で
ある。これらは端的に言うと「目で見える」「具体的に体感できやすい」項目である。特にす
べての学生が「みんなと一つのものを作り上げるという意味」を非常に高く見出していること
は特徴的である。 4回生の卒業前という時期であるからこそ、逆に「今までに接点のなかった
人と友達になれてよかった」と答えた学生が多いのも興味深い。これは、研修など、いろいろ
な制約が多い中での自主活動であったことから、普段から一緒に行動している仲間以外との協
力関係が必要となったことが影響していると思われる。
　その他の「歌や演奏技術の向上」や「指導法の体得」「裏方の仕事の把握」という項目は前
述の 3つに比べると、自身が「わかった」と実感しにくい項目である。「今回は何とかなった
けれど、実際に自分が主になって指導し始めたら、うまくできないかもしれない」という不安
感が、「まあまあ役立った」が過半数を占めるというこの結果に表れていると考えられる。
　ただし特徴的なのは、当初の参加目的ではあまり高く意識していなかった「裏方の仕事」の
理解について、すべての学生が「（かなり・まあまあ）役立った」と答えている点である。「準備
をもっと早くすればよかった。自分のことだけでなく、他の人が使うものまで把握しておくべ
きだった。」という回答もみられ、自主的に活動することの大切さを理解したことを示してい
る。
　　④トータルとしての満足度
　全体を通しての満足度に対する設問については、
すべての学生が「非常に満足」「まあまあ満足」と
回答した。卒業前にオペレッタ公演を経験したとい
う事実が、一つのことをやり遂げた満足感につなが
り、ある程度、次への期待感へと結びついていると
いうことが、この結果に見て取れる。（ﬁg.9）
　　⑤自由記述に見える学生の気づき
　アンケートの最後に、今回の経験について感じた
ことを自由に記述させると、「舞台を広く見せる方
まあまあ
満足
10%
かなり満足
90%
普通
0%
少し不満
0%
とても不満
0%
ﬁg.9　トータルとしての満足度
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法や、声を出す向きなど実践的なことが学べてよい機会になった。アドヴァイスによって、子
どもの視線にどう映るかなどが知れた気がしてよかった」「子どもの目線で劇を見たときに、
どう表現していた方が分かりやすいかなど勉強になった。導入の仕方も子どもの興味の引き方
を学べて良かった」「小道具や背景の作りかたの工夫が分かってよかった」「友達との仲が深
まった。劇は久しぶりだったが初心を思い出して、役になりきることが楽しくなった。指導す
る際にも保育者が恥ずかしがることなく表現する楽しさを伝えたい」というように、自分が指
導する立場に立つことを念頭に置いて、取り組んだことを示す回答が多かった。
　また、初めの役決めの段階で稽古に参加できる回数に従って役を決めたため、普段はむしろ
消極的で目立たぬ存在であった学生が主役級の役柄を担当した場面も見られたが、そういう学
生が思わぬ活躍を見せて、その意外な一面に驚かされることも多く「みんなの積極的な姿勢に
刺激を受けた」という意見も出された。
　少人数での自主公演ということで、もともとは裏方だけの参加希望だった学生も、すべて何
らかの役を担当せざるを得なくなった。当初は不安がっていた学生も演技・歌・ピアノ・製作
などの中で、各人が得意分野を活かしアドヴァイスをしあうことで、結果的にいい公演になり
自信につながったという意見も多く出された。これは、劇遊びが総合表現活動であるからこそ、
得られた結果だと言えよう。
2．実際の劇遊び指導を体験した保育者の意識
（1） オペレッタ体験組へのアンケート結果
　では次に、前述の学生らが卒業し、実際の教育現場で表現領域（特に劇遊び）の指導を体験し
た後に、これらの意識はどう変化したのであろうか。オペレッタ体験を経て就業し 1 年以上
たった者（つまり、実際の教育現場での劇遊び指導に何らかの形で関わった者、以下「体験組」と明記）
を対象にアンケート調査を実施した。その概要は以下のとおりである。なお、調査結果に対す
る詳しい分析は次章で行うため、この章では主に数字だけを提示することにとどめることとす
る。
　　⑴ 調査対象者：2014年度・および2015年度のオペレッタ参加者のうち、卒業後、幼稚園・
保育園、あるいはこども園に就職して 1年以上経過しているもの（計20名）
　　⑵ 調査方法：グーグルフォームにてアンケートを作成。メールにて回答依頼を行う。期間
（ 8月 2日～13日）に12名の卒業生からの回答を得た。
　　⑶ 結果
　まず、回答者の現在の勤務園についてであるが、保育園が最も多く 7名、次に幼稚園 3名、
認定こども園 2名であった（ﬁg.10）。さらにその園で劇遊び（オペレッタ）などの表現活動を行う
かどうか聞いたところ、「行わない」という回答は 1名のみで、他の11名は「年齢に応じて」
などの条件付きであっても「行う」という回答であった（ﬁg.11）。
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　そこで、「（劇遊びを園で）行う」とした回答者に、大学時代の劇遊び体験が役立ったかどうか、
役に立ったのはどういう部分かということを質問した（ﬁg.12）。「あまり役立たなかった」とし
たのは 1名で、あとの者は何らかの部分で役立ったと回答している。半数近くの回答者（ 5名）
が「台本作成」や「演出の指導法」の部分で役立ったと答えており、次いで多いのが「舞台裏
進行や練習の進め方」（ 3名）であり、さらに「音楽的な部分」（ 2名）、そして「製作方法」と
答えた者が 1名いた。
　さらに、劇遊びを指導する上で困ったことについて聞くと、やはり全員が何らかの部分で困
難を感じていることが如実に表れる結果となった（ﬁg.13）。ここで半数以上の 5名が困難を感じ
ていたのは「演出の指導法」であり、ついで「舞台裏進行や練習の進め方」（ 4名）、「音楽的
な部分」（ 3名）、「台本作成」（ 1名）となり、「製作方法」と回答した者はいなかった。
　そこで今度は、実際に困った際にどのように対処したのかという質問を設定した（ﬁg.14）。や
はり、11名全員が、同じ園の先輩（あるいは園長・主任など）にアドヴァイスを求めたという回答
であった。複数回答であったため、他には「市販のテキストを活用した」が 3名、「同期・同
級生に相談した」が 2名、「大学の先生に相談した」が 1名であり、やはり、誰かに相談して
台本を考えたりする部分で役立った
音楽的な部分で役立った
演出（セリフの言い方、　　　　　　　
立ち振る舞いなど）の部分で役立った
衣裳や道具類の製作の部分で役立った
舞台裏の進行の仕方や、　　　　　　
練習の進め方などの部分で役立った
あまり役立たなかった
45.5%
18.2%
45.5%
9.1%
27.3%
9.1%
ﬁg.12　劇遊び体験は役に立ちましたか？（複数回答可）
認定子ども園
17%
保育園
58%
幼稚園
25%
行わない
8%
2 ～ 5 歳児
50%
行う
33%
4 ～ 5 歳児
0%
3 ～ 5 歳児
9%
ﬁg.11　勤務園では劇遊びの活動を行いますか？ﬁg.10　現在の勤務園
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先輩の先生方に　　　
アドヴァイスを求めた
大学の先生などに相談した
同期・同級生らに相談した
市販のテキストなどを
活用した
特に相談しなかった
100.0%
9.1%
27.3%
36.4%
0.0%
ﬁg.14　その対処方法（複数回答可）
オリジナルの台本を考える技術
オリジナルの音楽を作る技術
子どもの動きに合わせて　　
即興的に音楽を演奏する技術
歌の技術（ヴォイストレーニング）
演技の技術
道具等の製作の技術
練習の指導の仕方
舞台進行の手順などの裏方の仕事
特になし
58.3%
25.0%
58.3%
0.0%
8.3%
8.3%
75.0%
25.0%
0.0%
ﬁg.15　大学時代に学びたかった技術（複数回答可）
台本を考えたり作ったりする
方法がわからなかった
音楽的な部分（どんな音楽を使えば
いいかなど）がわからなかった
演出（セリフの言い方、立ち振る舞い
など）の指導法がわからなかった
衣裳や道具類の製作方法が
わからなかった
舞台裏の進行の仕方や、　練習の　　
進め方などの方法がわからなかった
特になし
18.2%
36.4%
54.5%
0.0%
45.5%
0.0%
ﬁg.13　指導する上で困ったこと（複数回答可）
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解決に当たっている姿が浮かび上がってきた。
　今度は視点を変えて、12名全員に、現場での指導
経験を経てから思う「大学時代に学んでおきたかっ
たこと」について聞いてみた（ﬁg.15）。一番多かった
回答は「練習の指導の仕方」（ 9名）であり、ついで
「オリジナル台本の作成」「即興的に子どもの動き
に合わせて音楽をつける技術」がそれぞれ 6 名、
「オリジナル音楽の作成」「裏方の仕事」が 3名で
あり、「演技」「製作」の技術と答えたものが 1名で
あった。
　最後に、職場体験を経た今、振り返って卒業前の
劇遊び（オペレッタ）体験について、その意義を質問した（ﬁg.16）。「体験してよかった」と回答し
た者が12名中10名と最も高く、「まあよかった」「どちらでもない」と答えたものは 1名ずつで
あった。「なくてもよかった」「必要なかった」と答えた者はおらず、ほぼ全員が体験に意味が
あったと考えていることが分かった。
（2） オペレッタ体験のない卒業生へのアンケート結果
　さらに比較のため、同じように教育現場で表現領域を指導している卒業生のうち、自らのオ
ペレッタ体験のない者（以下「未体験組」と明記）へのアンケート調査も実施した。その概要は以
下のとおりである。
　　⑴ 調査対象者：児童教育学科 4期生～ 6期生（2014年～2016年 3 月卒業）のうち、卒業後、幼
稚園・保育園、あるいはこども園に就職して 1年以上経過しているもの（約150名）
　　⑵ 調査方法：グーグルフォームにてアンケートを作成。メールにて回答依頼を行う。期間
（ 8月 2日～13日）に39名の卒業生からの回答を得た。
　　⑶ 結果
　まず、回答者の現在の勤務園についてであるが、保育園が最も多く20名、次に幼稚園12名、
認定こども園 5名というのが主なところであり、「市独自のこども園」「心身障害児発達療育施
設」という回答も 1名ずつあった（ﬁg.17）。さらにその園で劇遊び（オペレッタ）などの表現活動
を行うかどうか聞いたところ、「行わない」という回答は 1名のみで、他の11名は「年齢に応
じて」などの条件付きであっても「行う」という回答であった。回答者の勤務園の在園児の年
齢によっても変わってくるが、 2歳児から舞台表現活動を行う園（ 6園）も少なからずあること
がわかった（ﬁg.18）。
　ここで先ほどの「体験組」と同じく、「（劇遊びを園で）行う」とした回答者に、劇遊びを指導
する上で困ったことについて聞くと、やはり全員が何らかの部分で困難を感じていることが如
実に表れる結果となった（ﬁg.19）。最も多かった回答は「舞台裏進行や練習の進め方」であり、
どちらでもない
8%
体験してよかった
84%
なくてもよかった
0%
必要なかった
0%
まあ　　
よかった
8%
ﬁg.16　劇遊び体験は
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市独自の子ども園
2%
保育園
51%
心身障害児　
発達療育施設
3%
幼稚園
31%
認定　　
子ども園
13%
年長児のみ
3%
2 ～ 5 歳児
15%
行わない
3%
行う
31%
3 ～ 5 歳児
33%
4 ～ 5 歳児
2%
ﬁg.18　勤務園では劇遊びの活動を行いますか？ﬁg.17　現在の勤務園
先輩の先生方に　　　
アドヴァイスを求めた
大学の先生などに相談した
同期・同級生らに相談した
市販のテキストなどを
活用した
芝居仲間に相談
新任研の先生に相談した
特に相談しなかった
94.1%
0.0%
14.7%
55.9%
2.9%
2.9%
0.0%
ﬁg.20　その対処方法（複数回答可）
台本を考えたり作ったりする
方法がわからなかった
音楽的な部分（どんな音楽を使えば
いいかなど）がわからなかった
演出（セリフの言い方、立ち振る舞い
など）の指導法がわからなかった
衣裳や道具類の製作方法が
わからなかった
舞台裏の進行の仕方や、練習の　　
進め方などの方法がわからなかった
まだ関わっていない
特になし
54.3%
51.4%
48.6%
14.3%
88.6%
2.9%
0.0%
ﬁg.19　指導する上で困ったこと（複数回答可）
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実に31名もの回答者が困ったと答えている。ついで過半数を超えたものが、「台本作成」（19名）、
「音楽的な部分」（18名）であり、ほぼ半数の17名が「演出の指導法」と回答した。「製作方法」
について困ったと言いうものも 5 名おり、まだ関わっていないという学生を除くと、やはり
様々な部分で困難を感じている姿が浮かび上がってくる。
　そこで先ほどと同様に、実際に困った際にどのように対処したのかという質問を設定した
（ﬁg.20）。回答者35名のうち32名という高い割合で首位になったのは、「体験組」と同じく、同
じ園の先輩の先生にアドヴァイスを求めたという回答であった。ついで「市販のテキストを活
用した」が過半数の19名であり、この 2 つの回答が、 3 番目の「同期・同級生に相談した」
（ 5名）、あるいは「新任研の先生に相談した」「芝居仲間に相談した」などに大きく差をつけ
ている。
　最後に「体験組」と同じく「未体験組」全員に、現場での指導経験を経てから思う「大学時
代に学んでおきたかったこと」について聞いてみた（ﬁg.21）。「特になし」と答えた者が 1 名
あったが、総じてどの項目にも回答が集まっているのが特徴的である。一番多かった回答は
「練習の指導の仕方」（27名）であり、これは劇遊び体験組と同じであった。ついで「即興的に
子どもの動きに合わせて音楽をつける技術」が21名と過半数を超え、後は順に「オリジナル台
本の作成」（14名）、「オリジナル音楽の作成」（12名）、「裏方の仕事」（11名）、「演技の技術」（ 7
名）、「製作の技術」（ 6名）、「歌の技術」（ 3名）と続いている。「その他」の項目として「年齢
による劇の捉え方や取り組み方やセオリー」という回答があった。これは、根本的に「なぜ劇
表現が必要なのかを理解する」という本質的な問題を孕んでいると思われ、なかなか興味深い
回答であるといえる。
オリジナルの台本を考える技術
オリジナルの音楽を作る技術
子どもの動きに合わせて　　
即興的に音楽を演奏する技術
歌の技術　　　　　　　
（ヴォイストレーニング）
演技の技術
道具等の製作の技術
練習の指導の仕方
舞台進行の手順など裏方の仕事
年齢による劇の捉え方や
取り組み方やセオリー
特になし
35.9%
30.8%
53.8%
7.7%
17.9%
15.4%
69.2%
2.6%
2.6%
28.2%
ﬁg.21　大学時代に学びたかった技術（複数回答可）
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3．表現領域の指導力育成における学生自身の劇体験の有用性および 
展望に関する考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ここまで、本学の卒業生による、卒業前の劇遊び（オペレッタ）公演実践の報告と意識調査、
および、乳幼児教育の現場での表現領域の指導において、特に経験の浅い保育者が直面する困
難と、彼ら自身が考える「大学時代に学んでおきたかった技術」についてのアンケート調査の
結果を見てきた。
　この章では、それらを比較することによって、学生自身が大学在学中に劇遊び体験を行うこ
とが、就業後の劇遊び指導に有効か否か、そして、もし有効であるならば、どんなところに指
導の狙いをおき、どのような体験をさせるのが最も効果的であるかという展望について考察し
ていく。
（1） オペレッタ体験の有用性について
　そもそも、在学中に劇遊び（オペレッタ）公演の体験をすることは、就業後の劇遊びを中心と
した表現活動を指導する際に何らかの有用性を持つのであろうか。
　卒業前のオペレッタ公演を体験した直後のアンケートでは、多くの学生がほぼすべての項目
において「今後、保育者として今回の体験が役立つ」と考えていたことは、すでに 1章に述べ
た。実際に就業後、劇遊びの指導を行う際にも、多くの学生が「経験が役に立った」と実感し
ていることも前章で述べた。しかし、本人たちの自覚だけで、在学中の劇体験が表現領域の指
導力育成に有力性を持つとは言いづらい。そこで、 2章に示した、卒業前のオペレッタ体験の
ある者（「体験組」）とない者（「未体験組」）へのアンケートを比較し、客観的に検証を行う。
　まず、これらのアンケートの回答者は全員が京都橘大学人間発達学部児童教育学科の卒業生
であり、卒業年度も最大で 3年しか離れていないため、ほぼ同じようなカリキュラムを経て乳
幼児教育に携わっていることは自明の事実である。さらに、前章の 2つのアンケートによると、
現在の勤務する園の形態や、劇遊びの実施状況などの割合も似通っている（ﬁg.10～11，17～18）。
また「大学時代に学びたかった技術」についての質問への回答の傾向も非常によく似ている
（ﬁg.15，21）。このことから、この「体験組」と「未体験組」の両者はどちらも本質的に同じ土
台を持つものと考えられる。そうするならば、たとえば「指導する上での困ったこと（ﬁg.13，
19）」の回答の差異が、在学中に劇遊びを体験したか否かの違いによって生じると客観的に捉
えることが可能であろう。
　さて、まず、ではその「指導する上での困ったこと（ﬁg.13，19）」の回答についてみてみると、
この結果には大きな差異が認められる。まず、「未体験組」が 5項目すべてに少なからずの回
答が集まったのに対して、「体験組」では「衣装や道具の製作方法」の項目に困ったという回
答が皆無であることが特徴的である。また、最も「困った」とする項目から順番に並べると、
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「未体験組」は 1番目が「舞台裏の進行・練習の進め方」、次に「台本作成」、 3番目が「音楽
的な部分」、 4番目が「演出の指導法」、そして 5番目に「衣装や道具類の製作方法」であるの
に対し、「体験組」は 1番目が「演出の指導法」、ついで「舞台裏の進行・練習の進め方」、 3
番目が「音楽的な部分」、 4番目が「台本作成」というように、全く順番が異なっている。さ
らに、そのパーセンテージも「未体験組」の 1番である「舞台裏～」が88.6％と高いのに対し、
「体験組」の 1番である「演出～」は54.5％にとどまるなど、ほぼすべての項目において「体
験組」のほうの割合がかなり低い。
　この結果が何を意味するかということを、「体験組」への「劇遊び体験は役に立ちました
か？」という質問への答えから読み解くことにする（ﬁg.12）。まずは、「役立ったこと」で 1番
割合の高かった「台本作成」の部分である。 1章で前述したように、このオペレッタ公演は市
販のテキストを使用したものの、その内容や台詞の言い方などに違和感が生じた場合は、学生
同士で話し合いをし、適宜加筆・修正を加えることにした。このことが「誰に何を伝えたい
か」という台本作成で一番大切な部分を考える力に結びつき、実際の指導時に困るという事態
を回避できたと考えることができる。
　同じことが、「衣装や道具類の製作」についてもいえる。「体験組」はオペレッタ公演に際し、
できるだけ既製品を使わず、ダンボールや廃材・大学に常備してある色画用紙などの画材で工
夫して道具作りを行った。その作業を通して、 1章で述べたように教員からのアドヴァイスを
参考にしたり、自分たちでアイデアを出し合ったりして、試行錯誤を繰り返しながら自然とそ
の技術を身につけていったのである。だからこそ、自分が指導する際にはそれほど困らなかっ
たものと考えられる。
　逆に「音楽的な部分」では、卒業前のオペレッタ公演に際しては、もともとのテキストの楽
譜をほぼそのまま使用し、一部既成の曲を加えたり、前奏や間奏の長さを変えたりする程度の
変更しか行っていない。そのため、場面によって新しい音楽を考えるなどの創造的な体験はほ
とんどできていない。それが、実際に指導する際の音楽的な部分の困り感を生み出したと考え
るとつじつまが合う。
　それでは、どちらの組でも困ったと答えた者の多かった「舞台裏の進行・練習の進め方」に
ついてはどう考えればいいのであろうか。 1章の「体験組」に対するアンケート結果で述べた
ように、それまで舞台経験のない学生たちにとって、舞台上で見せる表の部分、いわゆるパ
フォーマンスそのものについてはなんとなく想像できても、舞台裏の仕事について初めから想
定できる者は少ない（ﬁg.1）。しかし、実際に舞台を作り上げるためには、表の部分よりも裏の
部分の比重が高く、裏の準備がしっかりできないことには満足に表の舞台を仕上げることはで
きない。「体験組」の多くは自分たちの体験を通して、その「裏の仕事の大切さ」に気づいた
状態で卒業している（ﬁg.7）。ただし、先に述べた「台本」や「製作」や「音楽」といった部分
は保育者がある程度、前もって準備することが可能であるのに対して、「舞台裏の進行や練習
の進め方」といった部分はその場の状況に応じて臨機応変な対応が必要となるため、実際の子
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どもたちを相手にすると当初の想定以上に難しかったということであろう。それでも「未体験
組」でおおよそ 9割の卒業生が困ったと回答しているのに対して、「体験組」では45％と過半
数に満たないという結果を見ると、「舞台の裏の存在を知っているか否か」だけでも、事前に
体験することに価値が見いだせるといえよう。
　さて、最後は唯一「体験組」の方が困ったと回答した者の割合が多かった「演出の指導法」
についてである。実際に園で劇遊びを演出する時に「○役の子どもたちはこのタイミングでこ
こから出てきて、このセリフを言う」というような、いわゆるシナリオに基づいて指導するこ
とが多い。しかし、「体験組」のオペレッタ公演は、自分たちで演技をしながら、演じる役の
気持ちになり切って自由に演出を決めていくスタイルであり、参加者がこの演出スタイルに非
常に大きな意味を見出していたことは 1章で述べた。しかし前者のすべて決まったシナリオで
進めていく指導法に比べて、後者のやり方は先ほどの「舞台裏～」と同じく子どもたちの様子
を見ながらの即時的な対応が求められる上に、大前提として子どもたち自身の劇内容への深い
理解が必要であることは言うまでもない。担当の子どもたちの年齢によってはこのような指導
が不可能な場合もあるであろう。その難しさを体感してしまったがために、「体験組」の「演
出の指導法」への困り感が高い数値を示しているのではないだろうか。
　このようにみていくと、在学中の劇遊び（オペレッタ）体験が、就業後の劇遊びを中心とした
表現活動を指導時にある程度の有用性を持つということがわかる。
（2） 大学でのオペレッタ体験を表現領域の指導力に結びつけるためには
　前項で、大学在学中のオペレッタ体験が就業後の指導力へのある程度有用性を持つことが証
明された。ではよりその効果を高めるためには、どこにねらいを絞って、どのような活動を行
うのがいいのであろうか。筆者はそのポイントは大きく絞って 3つであると考える。
　　①多様な分野における基礎的技能の習得（音楽・造形・言語・身体表現など）
　まずどのような内容にするかを決定し、台本を作り、音楽や大まかな演出プランを考え、必
要な舞台セットを作成し、練習の準備をする。言うまでもなく、これらの作業は何かしらの劇
表現（オペレッタを含む）を行う上で絶対欠かせないものである。保育者はこのすべての作業を行
うために、以下のような多岐にわたる基礎的な技能を修得しておく必要がある。台本を作る言
語的な能力、音楽を考え（場合によっては創作し）演奏する能力、演出（振り付け）を考えた上にそ
れを指導できる能力、大道具・小道具・背景・衣装などの考案・製作する能力などである。こ
れらの技能は、実際に創作し、練習を積み、演奏し、演じるという一連の動作を体験すること
によって、ある程度の習得が見込まれることは前章で述べたとおりである。その動作を反復す
ることで技能はどんどん磨かれていく。
　しかし例えば、特に既成のテキストをそのまま使用せずに何か新しく作ろうという場合には、
そのヒントとなるイメージ作りが必要となる。音楽でも文学でも美術でも身体表現でも、ステ
表現領域における指導力育成につながるオペレッタ体験の有用性と展望
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レオタイプなイメージだけではなく、「こんな変わったやり方もあるんだ。今回使えないかも
しれないけど、覚えておこう」というような意識を学生自身が持つことが大事になってくる。
いわゆる「アイデアの引き出しを増やす」作業である。そのためには、それぞれの分野におい
て専門的な知識を持った教員が率先して、種々のアイデアの実践例を見せるという活動も、ま
ず初期段階としては大きな意味を持つと考えられる。
　　②基礎的技能の応用（即興的に対応する能力、少し先を読む能力）
　いわゆる劇表現（オペレッタを含む）を実現するために必要な要素は、前項でほぼ整った。少な
くとも、学生たちにとっての「劇表現の公演のための準備をすること」に対するイメージは、
まずそこで完結してしまうことが多い。
　しかし、実際に練習を始めると準備段階で想定していなかったことが多々起こってくる。舞
台の都合で音楽を足さなくてはならなかったり、あるいは削らなくてはいけなかったり、役の
子どもが思っていたように動いてくれなかったり、舞台袖にあるはずの小道具の配置がうまく
いかなかったり…そのような時に保育者に求められるのは、その場の状況に応じて臨機応変に
動く能力である。想定外の出来事に対して、なぜこうなったのか（子どもがこう動いたのか）を冷
静に分析し、どう修正すべきかを考え、実際に対応して指導するという、複雑な一連の作業を
慌てずにこなせる力と言い換えられよう。
　これらの能力は、実際には、多くの現場経験（それも出演者ではなく裏方スタッフの経験）を積む
ことで鍛えられるものであり、在学中に習得することはなかなか難しい。しかし前章で述べた
ように、このような事態については「困難の存在自体を認識する」という体験があるかないか
だけでも、実際の現場である程度、柔軟な対応をすることが可能になるはずである。そのため
には、在学中にできるだけ多くの学生が、舞台の表（演じる側）と裏（スタッフ）の両面を体験すべ
きであるし、また、例えばお互いの演技や舞台進行の問題点について、教員が一方的に指導す
るのではなく、学生同士でチェックし合い、改善法を考えるという時間を持つことが不可欠で
あると考える。その場合、専門知識を持つ教員がすべきことは、学生には想定しきれないであ
ろう困難な場面をあえて提示することや、学生の考えた選択肢以外の方法のヒントをさりげな
く見せることであろう。こうしてできるだけ多くの「気づきの目（芽）」を養うことが学生の成
長につながるといえる。
　　③長期的に保育を見通す能力
　 2章の最後で少し触れたことであるが、乳幼児教育での表現領域の指導で最も大事なことは、
「今、この年齢の子どもたちに、なぜ劇表現（表現の体験）が必要なのかを理解する」ことであ
ろう。同じ「劇表現」といっても、 5歳児ならば何らかの物語を、他者との関係性を考えて自
分なりに動くことが可能であろうが、例えば 1歳児にとっては「先生のやっていることをその
まま模倣する」ということこそが最大の表現活動になるのかもしれない。乳幼児のその時点で
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の発達段階を正しく理解し、次の段階につなげるために「今、何が必要か」を考える能力が非
常に重要である。
　現在の保育現場で「劇表現」の発表が行われる場として最も多いのは、年度末に近い 2月ご
ろに開かれる「生活発表会」、あるいは秋から12月に開かれる「音楽会」や「クリスマス会」
といった、保護者向けの行事の一環であろう。その際に、前述の「なぜ、今、この子どもたち
に表現活動が必要なのか」「この子どもたちのどのような部分をこの活動によって育てたいの
か」という認識を保育者が正しく持っていなければ、ともすれば「見栄え」や「保護者のウ
ケ」を重視した発表になってしまう危険性がある。保育者が教え込んで、発達段階を無視した
高度な表現遊びをさせることは、子どもたちの負担になるだけでなく、その後の発達に支障を
きたす可能性すらないとはいえないのである。
　さらに言えば、特に「生活発表会」の劇遊びの場合、その 1年間における子どもたちの生活
を再現する場と考えるべきである。「生活発表会があるから」何かを練習するのではなく、「子
どもたちがこのお話を楽しんだから」その劇をする、「この歌を楽しく歌えたから」その音楽
を使う、「子どもたちがこの動きができるようになったから」その動きを取り入れる…という
のが本来の表現活動のあるべき姿ではないだろうか。そのような発表の場を作り上げるために
は、年度末までの自分の担当するクラスの子どもたちの到達すべきヴィジョンを、ある程度、
4月当初の時点で保育者が描けること、そして、年度途中で随時、子どもたちの発達に合わせ
て修正を加えながら、なおも最終到達目標をしっかり見据えて保育を行うことが不可欠になる
であろう。
　若い卒業生たちは、言うまでもなく経験に乏しい保育者である。彼らに、様々な分野での基
礎的な技術力を習得させるのはもちろん、刻々と変化する現場への臨機応変に対応する能力を
培い、長期的な見通しの重要性をしっかりと理解させること。それが、保育者育成機関として
の大学の大きな役割の一つであろう。もちろん、上記の能力はすべて在学中に獲得しきれるも
のではなく、多くは現場での経験によって培われていくものである。だからこそ、大学ででき
ることは、様々な専門的知識を持った教員が連携し、各々が自分の分野で最大限アイデアを提
示してみせることにより、学生の持つ既定の想像力の枠を取り去り、未知への不安を少しでも
減らし、「何でも来い！」と立ち向かっていく力を養うことなのかもしれない。
終 わ り に
　ここまで、在学中にオペレッタを体験することの有用性とその展望を考察した。身体・造
形・音楽表現のすべてを自ら体験するオペレッタは表現領域を指導する上での多くのヒントを
獲得することができ、就業後の指導にその経験を生かせることが分かった。そして、よりよく
それらの経験を生かすためには、在学中にありとあらゆる場面を想定し、対応できるための
「見通す力」の養成が必要だという展望も示された。
表現領域における指導力育成につながるオペレッタ体験の有用性と展望
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　なお、今回のオペレッタ体験は、前述のとおり「実際に 4 月から教育現場で働くことが決
まっている」 4回生の中でも「希望者」を募った形で行っている。つまり、「体験組」の学生
はもともと非常に高い目的意識を持って参加しているのである。もしこの企画を、下回生の必
修科目とした場合には、今回とは全く結論は変わってくることも考えられる。
　これはどのような分野でも言えることであろうが、現代の学生は「今、なぜこれが必要なの
か」が理解できないものには、なかなか乗って来ない風潮があるような気がしてならない。筆
者の経験的な見解で言えば、前述のような舞台体験は、表に立ってパフォーマンスをするにせ
よ、裏方を手伝うにせよ、得られるものはたくさんあると感じているし、それは教育現場に立
つか否かは関係なく、その後の人生に無駄にはならないはずであると信じている。それこそが
「長期的な見通しを持つ」ということであるし、言い換えれば「豊かな想像力を養う」という
ことであろう。
　「今すぐに結果が見えない」が「長い目で見れば役に立つかもしれない」ものに対する関心
を生み、豊かな想像力をもって長いスパンで人生を見通すための学生指導とはどうあるべきな
のか。それについては、今後も筆者自身の大きな研究テーマであり続けるであろう。
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